道路工事施行承認申請書及び添付書類等の作成上の一般的留意事項

○　申請書の一般的留意事項

	項目
	留意事項
	確認

	申請日
	申請日を記入
	

	申請者
	住所
	法人にあっては､主たる事務所の所在地を記入
	

	
	氏名
	法人にあっては､名称及び代表者の氏名

（例）　株式会社　×××××××××

　　　　代表取締役　○○○○○○　㊞
	

	
	担当者

（連絡先）氏名
	担当者氏名を記入。

【申請代理人を通して、申請する場合】

申請代理人氏名を記入する。
	

	
	電話
	担当者の連絡先電話番号を記入

【申請代理人を通して、申請する場合】

申請代理人の電話場番号を記入する。
	

	工事の目的
	括弧書き該当項目に○を記入。　

具体的利用目的を記入する。

必要に応じ予想交通量を記入。

（例）　（公共用・営業用・家庭用・その他）

　　　　　店舗への自動車乗入れ口設置

　　　　　　　[予想交通量　　　１００台／日]
	

	工事の場所
	路線名
	市道名を記入　　（例）上新田・市野坪線
	

	
	箇所
	施工箇所の所在地番を記入

（施工箇所が広範囲の場合、起点地番・終点地番を記入）
	

	工事内容
	施工内容に応じ記入
	

	工事方法
	（直営・請負）の該当項目に○を記入

請負工事の場合以下の項目を記入する。

請負業者の住所

請負業者の名称

担当者の氏名

担当者の電話番号
	

	工事予算額
	工事予算額を記入
	

	工期
	工事始期及び完了予定日を記入
	


○添付書類の一般的留意事項

	書類

番号
	書類名
	留意事項
	確認

	１
	工事場所の位置図
	既刊の地図（住宅地図）等を使用し、申請箇所を赤色で明示すること。
	

	２
	工事場所の平面図
	· 全体及び周囲の状況がわかる

· 現況と施工後を詳細に記入

· 民地内の建物等の配置

· 申請箇所付近の在来の道路・側溝・用水路等を記入し、側溝・用水路については流水の方向

· 在来の側溝・用水路が道路を横断して設けられている場合は点線で、その位置を記入

· 市道の両端に至る〇〇方面

· 申請箇所の隣接が宅地・田又は畑等の別

· 申請箇所の延長及び幅の寸法

· 側溝新設・蓋板・その他構造物の位置及び延長

· 盛土部を舗装する場合その延長及び位置
	

	３
	工事場所の横断図、縦断面図及び構造図
	· 車道の現在路面の種別（砂利道・アスファルト・コンクリート等）

· 車道中心線から路肩までの距離

· 路肩の幅

· 道路敷地とそれ以外の土地との境界線

· 埋土の高さ

· 路面より埋設物までの土被り高

· 埋立部の横断勾配

· 現在の断面及び工事竣工後の断面を明瞭に記入

· 構造物については、構造及び寸法を詳細に記入
	

	４
	構造設計計算書
	必要に応じ添付すること
	

	５
	事業計画概要書
	工事の目的及び必要性等を示すものとし、軽易なものは申請書「工事の目的」欄をこれに代える。

なお、他の事業に関連して道路に関する工事を行う場合には、全体計画もあわせて記載すること。
	

	６
	施工計画書
	工事の日程、交通安全対策、う回路および各種標識の設置等について詳細に記載すること。
	

	７
	他の官公署の許認可の写し又は確認書の写し
	承認工事を行う必要性があると判断するための参考資料。
	

	８
	地下埋設物等の図書及び調書
	
	

	９
	隣接の土地の所有者等利害関係人の同意書
	申請工事に伴い、隣接の土地所有者及び利害関係人に影響を及ぼす場合。

例）農家組合長の同意、土地改良区の同意・使用許可等


	

	１０
	帰属承諾書
	申請者名で署名・押印
	

	１１
	損害賠償責任負担請書
	申請者名または、施工業者名で署名・押印
	

	１２
	土地交換申請書
	
	

	１３
	予算議決書の写し（地方公共団体等）
	
	

	１４
	現地の状況を示す写真
	正面及び両側から撮影したものを使用し、施工箇所の位置・官民境界を赤書きすること。
	

	１５
	その他必要な書類
	
	


